
○めざす学校像
『ひとりひとりを生かす学校、規律ある美しい学校、みんなで力を合わせやり抜く学校』

３５日間の夏休みが終わりました。全校生徒５３

７名の仲間との学校生活が始まります。

今年も記録的に暑かった夏、炎天下のグランドで、

高温多湿の屋内で、部活動に燃えた人。２学期や進

路に向けて宿題・勉強に時間を費やした人。普段で

きない趣味に没頭した人。振り返れば、あっという

間に終わってしまった感じでしょうか。休み中は家

庭生活が中心となり、生活のリズムが変わった人も多いと思います。①起床

②食事 ③行動 ④就寝の行為が大きく変動していなければ、気持ち次第で学

校生活のリズムに戻ります。数日は、半日の登校日なので、この期間にしっか

りと脳と心と体を馴染ませましょう。

さあ、２学期です。しばらくは厳しい残暑が続きますが、９月４日（火）か

ら給食も始まり、一日授業となります。２学期は、一年間で最も長い学期であ

り、学校・学年で大きな行事が計画されています。終業式に確認した喜怒哀楽

は、学校生活ではこうした行事には付きものです。できる

ことなら喜・楽をたくさん経験できれば良いですが、時に怒

･哀に直面することもあるかもしれません。そんなときこそ、

１学期に培った学級の絆を基に、学級全体で振り返り次な

る目標に向かえるような気持ち作りを大切にしてください。

この過程をしっかりと行えば、必ず一層絆も深まり仲間意

識も高まります。全員で創る２学期に期待しています。

新型コロナウイルスが５類に指定されたことにより、ストップしていた様々

な行動が堰(ｾｷ)を切ったように動き出した夏でした。

高校球児の甲子園(男女)、水泳、陸上、女子サッカー(ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ)、

男女バレー、ラグビー、バスケットボールなど、世界レベルの大会が

開催されたり前哨戦があったりと、各競技において日本チームの力量が高まっ
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ていることもあり、どの会場も応援する声援で包まれていました。各競技にお

いて日本選手はじめ選手の躍動する様子から、元気をもらいました。

一方で、終わりの見えないウクライナ侵攻や国内紛争やマウイの山火

事、国内でも台風等による絶滅的な洪水被害の地域があれば、雨量が

ない深刻な貯水量不足に悩む地域も･･･心配な話題は尽きませんでした。そし

て、注意喚起していた水難事故も数件報告されました。さらに、熱中症による

小中学生がいのちを落とす痛ましいニュースもあり、いずれの内容を見てもい

つ当事国・当事者になってもおかしくないような状況が考えられます。少なく

とも自分たちが事前にできることはしっかりと取り組んでいきましょう。

８月１８日（金）青空学級が主催する青空縁日が本校の調理室で開かれまし

た。このイベントは、夏休み前から青空学級の仲間と担当の先生方が計画を練

(ﾈ)り、来客に挑戦してもらうゲームやいくつかの軽食を提供するという内容

でした。そして、これらの催しを生徒がすべて対応する運営方式で取り組んで

いました。参加した生徒たちの表情からは、自分たちが運営しているという責

任感と充実感が見られました。来客は、職員室におられた先生方が入れ替わり

立ち替わり訪れ、先生も３つのゲームに挑戦し、こんがりウインナーやチョコ

バナナをいただき大変おいしかったです。生徒の皆さんお疲れ様でした。

＜９月＞

4日(月) 専門委員会 給食開始

3年夏休み課題テスト

5日(火) 中央委員会

3年学力診断テスト

1年夏休み課題テスト

6日(水) オアシス運動

13日(水) 行進練習(3→2→1)

20日(水) 学年練習（3年・2年）

21日(木) 学年練習（1年）

26日(火) 学年練習（全学年）

28日(木) 体育大会予行

＜８月＞

25日(金) 始業式

28日(月) 2年夏休み課題テスト

30日(水) 中庭フェスティバル
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